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環境マネジメン卜システムの名称
ISO14001：2004,ＪＩＳＱ１４００１：２００４ 

適用範囲日本写真印lilI株式会社および国内関係会社において行う生産・開発・販売・管理の活動お

よび製品・サービスに適用する。

導入年月日 2001年６月２０日

認証番号 １５５２４０１ 

基本方針 NISSHA環境方針（コピー）添付

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下「目
標」という。）

【地球温暖化防止】

2014年度までに2009年度比5％以上のCO2排出率(原単位)削減を、全社で達成す
る ◎ 

【廃棄物の削減】
2014年度までの廃棄物発生率(原単位)を、全社で５％以上削減する。
【有機溶剤の使用率削減】
(1)生産部門及び開発部門でのPRTR対象物質の使用率
｛（使用量又は購入量）／（生産量又は処理量））を毎年2%以上低減
(2)生産部門及び開発部門でのPRTR対象以外の有機溶剤の使用率
｛（使用量又は購入量）／（生産量又は処理量））を毎年1%以上低減
【業務の中での環境保全活動】
開発、製品設計、主材料や副資材の調達、生産、輸送、営業の各段階における環
境への配慮

目標を達成するための取組の内容

全社目標を達成するため、全社目標に準じた環境目標を部門ごとに設定し、活動
計画を立てて取り組んでいる。
具体的には、

【地球温暖化防止】
品質目標とリンクした良品率の向上、作業効率・機械の運転効率の改善、
空調設定28℃、昼休み消灯徹底、金臨海への移動の際の階段利用、ネオンサイン
の消灯、ＰＣ、事務ＯＡ機器の節電モードと退社時の確認徹底、こまめな消灯、
蛍光灯間引き、エレベータの時間外停止
【廃棄物の削減】
品質目標とリンクした良品率の向上（不良品の削減）
廃棄物の有価物化推進、廃棄物の発生抑制
【有機溶剤使用率低減】
製品の脱トルエン化の推進
特定化学物質の代替物質の使用検討
【業務の中での環境保全活動】
環境負荷の少ない製品設計

環境にやさしい購買品の使用、お客さまへの環境提案

目標を達成するための取組の進捗状祝

環境保全委員会を月に１回開催し、全部門の目標達成状況、進捗状況を確認して

いる。目標未達成が続く部門に対しては、原因の分析や活動の見直しを実施して
いる◎ 

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

計凹通りに取り組みを実施できている。

事業活動に係る法令の遵守の状祝

毎月法改正情報のワオッチングと判定を行い、「環境法規制一覧表」に反映して

いる。定期的な内部監査の実施、各部門での法順守点検チェック、毎月開催の環
境保全委員会の報告により、違反および行政よりの指摘はなかった。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

内部監査およびマネジメントレビューとして年２回環境システム委員会を開催
し、マネジメントシステムの評価、見直しを実施している。また環境マネジメン
トシステムの評価に関して、外部審査が実施されている。年に１度の維持審査、
3年に１度の更新審査によりマネジメントシステム有効性の評価をしている。見
直しに関して、必要に応じて実施されている。


